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フィンランドをはじめ、世界の最終処分地の選定進む

1976年
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2015年
最終処分に関する
基本方針の改定

2020年
北海道寿都町・
神恵内村で

文献調査を開始

1992年
研究開発成果
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最終処分法制定・
NUMO設立
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商業用原子力
発電所が稼働

2017年
科学的特性
マップ公表

2024年
佐賀県玄海町で
文献調査を開始

19701960年 1980 1990 2000 2010 2020～

1962年
処分方針の
検討が開始 日本でも地層処分が可能

であることが確認された

日本の高レベル放射性廃棄物の処分方法の検討と進捗状況

最終処分場の建設開始後、雇用数が大きく増加

最終処分場立地自治体（エウラヨキ町）における経済的な影響

最終処分場建設に絡む雇用効果は建設フェーズ後半に大きくなり、2021年にピークに達した。処分場建設に伴い、
地元自治体の人口も22年までの12年間に約3％（約240人）増加。

一人あたりの固定資産税収入はフィンランドで最も高く、所得税と法人税は国内で2番目に低い。
※フィンランドでは、原子力施設の立地に関連する自治体に対して制度的に経済的便宜供与が行われるのは、税制における固定資産税の優遇措置のみ。

出典：Status of ONKALO project（Posiva Solutions, 2024）を基に作成
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最終処分場等の建設により固定資産税収入は国内最大級
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て、2017年より現職。学生時代に電力会
社TVOのサマージョブに参加した経験
が、今に生きているという。高レベル放射
性廃棄物の最終処分問題を巡り、国外で
講演する機会も多い。
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フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
も
複
数
の

地
域
か
ら
処
分
場
を
選
定

　

山
口
氏　

原
子
力
発
電
所
は
世
界
各
国
で

稼
働
し
て
お
り
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

の
処
分
は
世
界
共
通
の
課
題
で
す
。
処
分
方

法
に
つ
い
て
は
、
海
洋
や
宇
宙
、
氷
床
な
ど
が

検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、「
地
層
処
分
」
が

国
際
的
に
現
時
点
で
最
も
安
全
で
実
現
可
能

な
方
法
と
さ
れ
、
日
本
を
含
め
ほ
と
ん
ど
の

国
で
法
律
で
も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
、
処
分
地
選
定
プ
ロ
セ
ス
の
最
初

の
段
階
と
な
る
「
文
献
調
査
」
を
実
施
中
で
、

佐
賀
県
の
玄
海
町
に
今
年
、
こ
の
調
査
を
受

け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
北
海
道

の
寿
都
（
す
っ
つ
）
町
と
神
恵
内
（
か
も
え
な

い
）
村
で
は
２
０
２
０
年
か
ら
実
施
し
て
き

た
文
献
調
査
の
報
告
書
（
案
）
の
審
議
が
終
了

し
、
現
在
、
法
律
に
定
め
る
公
表
や
説
明
会
の

実
施
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
日
本
の
現
状
と
比
べ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

は
近
い
将
来
に
処
分
場
が
稼
働
予
定
と
な
っ

て
お
り
、
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
で
す
ね
。

　

ラ
カ
ニ
エ
ミ
氏　

エ
ウ
ラ
ヨ
キ
町
内
の
オ
ル

キ
ル
オ
ト
島
の
地
下
約
４
５
０
㍍
の
場
所
に

あ
る
地
層
処
分
場
「
オ
ン
カ
ロ
」
は
現
在
、
試
験

操
業
中
で
近
い
将
来
に
は
稼
働
予
定
で
す
。
こ

の
島
に
は
１
９
７
０
年
代
か
ら
原
子
力
発
電

所
が
あ
り
、
今
も
３
基
が
稼
働
中
で
す
。
国
際

条
約
で
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
自
国
で

処
分
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
発
電
所
を
運

営
す
る
電
力
会
社
、
Ｔ
Ｖ
Ｏ
が
80
年
代
以
降
、

調
査
地
域
（
約
１
０
０
カ
所
）
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
た
上
で
絞
り
込
ん
で
い
き
、
専
門
家
の
見

解
や
周
辺
住
民
と
の
議
論
な
ど
を
踏
ま
え
、
こ

の
島
に
建
設
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

最
終
処
分
場
の
受
け
入
れ
を
問
う
町
議
会

の
議
決
は
賛
成
20
、
反
対
７
で
し
た
が
、
反
対

す
る
人
が
い
て
も
十
分
に
議
論
し
て
結
論
を

出
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
発
電
所
が
稼
働
し

て
以
降
、
Ｔ
Ｖ
Ｏ
や
最
終
処
分
の
実
施
主
体

で
あ
る
Ｐ
ｏ
ｓ
ｉ
ｖ
ａ
社
は
積
極
的
に
情
報

を
公
開
し
、
住
民
側
の
不
安
払
拭
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
に
乏
し
く
、
そ
れ
に
加
え
て
寒

冷
な
土
地
柄
ゆ
え
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定

供
給
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
子
力
の

必
要
性
へ
の
認
識
は
高
く
、
長
年
に
わ
た
る

歴
史
的
な
経
緯
や
状
況
も
、
地
域
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

山
口
氏　

こ
こ
数
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機

が
影
響
し
、
日
本
で
も
今
、
原
子
力
に
対
す
る

否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
低
下
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
Ｇ
Ｘ
の
実
現
に
向
け
、
最
終
処
分
も
含
め

て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な

中
、
文
献
調
査
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た

地
域
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
同
様
、
少
し
で
も
よ
り
良
い
地
質
条
件
を

選
ん
で
絞
り
込
む
た
め
に
も
、
さ
ら
に
調
査

地
域
を
拡
げ
る
べ
く
、
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
は
文
献
調
査

や
地
層
処
分
の
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て
全
国

各
地
で
説
明
を
尽
く
し
て
い
く
所
存
で
す
。

処
分
場
受
け
入
れ
は

新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
の
好
機

　

―
―

最
終
処
分
場
を
受
け
入
れ
た

こ
と
で
、町
に
変
化
は
あ
っ
た
の
か
。

　

ラ
カ
ニ
エ
ミ
氏　

原
子
力
発
電
所
や
中
間

貯
蔵
施
設
に
加
え
、
最
終
処
分
場
な
ど
「
最

も
電
気
と
の
か
か
わ
り
が
強
い
町
」
と
い
う

ブ
ラ
ン
ド
が
確
立
さ
れ
、
自
治
体
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
技
術
の
知
見
が

集
ま
る
場
所
と
し
て
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す

し
、
数
多
く
の
科
学
技
術
者
等
が
オ
ン
カ
ロ

を
視
察
に
訪
れ
、
宿
泊
施
設
な
ど
は
潤
い
、

固
定
資
産
税
な
ど
税
収
面
も
ア
ッ
プ
。
地
元

住
民
や
自
治
体
は
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

最
終
処
分
は
１
０
０
年
続
く
事
業
な
の
で
、

こ
の
先
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
の
機
会

に
も
な
り
、
課
題
を
抱
え
る
自
治
体
に
と
っ

て
は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。

　

山
口
氏　
「
地
元
も
恩
恵
」
と
い
う
町
長
の

お
話
は
印
象
的
で
し
た
。
英
国
の
電
力
会
社

の
Ｅ
Ｄ
Ｆ
エ
ナ
ジ
ー
で
は
、
雇
用
創
出
や
教

育
等
へ
の
投
資
額
な
ど
発
電
所
建
設
に
よ
る

地
域
経
済
へ
の
効
果
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
原
子
燃
料
サ
イ
ク

ル
施
設
が
あ
る
青
森
県
六
ヶ
所
村
で
は
、
雇

用
創
出
や
移
住
者
増
な
ど
地
域
経
済
に
効
果

を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
っ
た
話
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

風
評
被
害
を
懸
念
す
る
声
も
あ
り
ま
す

が
、
調
査
期
間
中
は
放
射
性
廃
棄
物
を
持
ち

込
ま
な
い
と
と
も
に
、
処
分
に
当
た
っ
て
は

生
活
環
境
に
影
響
が
な
い
よ
う
な
対
策
も
講

じ
ま
す
。
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
行
う
最
終
処
分
事
業

も
地
域
経
済
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
同
様
の
効

果
を
も
た
ら
せ
る
と
信
じ
て
お
り
、
風
評
被

害
の
不
安
払
拭
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
経

済
効
果
も
も
っ
と
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

様
々
な
観
点
か
ら

国
民
的
な
議
論
を

　

―
―

地
震
が
多
い
日
本
だ
が
、
地

層
処
分
に
影
響
は
な
い
の
か
。

　

山
口
氏　

地
震
の
原
因
と
な
る
断
層
活
動

は
、
長
期
に
わ
た
り
同
じ
場
所
で
繰
り
返
し
発

生
す
る
傾
向
が
あ
り
、
入
念
な
調
査
に
よ
っ
て

活
断
層
を
回
避
す
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
下
深
く
の
地
震
の
揺
れ
は

地
表
付
近
と
比
べ
て
小
さ
く
な
る
こ
と
や
、
岩

盤
と
一
体
と
な
っ
て
揺
れ
る
た
め
、
廃
棄
体
が

破
壊
さ
れ
る
可
能
性
は
極
め
て
小
さ
く
な
り

ま
す
。
安
全
性
の
確
保
は
最
も
重
要
な
こ
と
で

す
の
で
、
国
内
外
の
研
究
機
関
、
関
係
機
関
と

協
力
・
連
携
し
、
技
術
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ラ
カ
ニ
エ
ミ
氏　

エ
ウ
ラ
ヨ
キ
町
に
は
安

定
し
た
岩
盤
が
あ
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は

地
震
が
少
な
く
、
オ
ル
キ
ル
オ
ト
島
周
辺
に

活
断
層
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
氷
河
に
よ
る

影
響
を
心
配
す
る
声
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
点
に
つ
い
て
は
Ｐ
ｏ
ｓ
ｉ
ｖ
ａ
社
の
調
査

や
専
門
家
、
安
全
規
制
機
関
で
あ
る
Ｓ
Ｔ
Ｕ

Ｋ
の
判
断
を
信
じ
て
い
ま
す
。
や
は
り
事
業

に
対
す
る
安
全
性
と
信
頼
が
何
よ
り
大
事
と

い
う
こ
と
。
透
明
性
の
あ
る
情
報
提
供
や
、
対

話
は
不
可
欠
で
す
。

　

山
口
氏　

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
基
本
方
針
も
「
安

全
第
一
」「
地
域
の
信
頼
・
共
生
の
促
進
」「
国

民
の
理
解
・
信
頼
を
得
る
」
の
３
つ
で
す
。
安

全
性
へ
の
理
解
や
信
頼
関
係
を
醸
成
し
、
よ

り
良
い
地
質
条
件
等
を
選
ん
で
絞
り
込
む
た

め
に
も
、
多
く
の
地
域
で
文
献
調
査
を
受
け

入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
は
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
終
処
分
の
問
題
を
身
近
に
捉
え
る
の
は

や
や
難
し
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
電
気
を

当
た
り
前
に
使
う
日
常
を
送
る
上
で
は
切
り

離
せ
な
い
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
供
給
や
地
域
活
性
化
と
い
っ
た

様
々
な
観
点
か
ら
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
議
論

を
深
め
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

原
子
力
の
最
大
限
の
活
用
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ「
Ｇ
Ｘ（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）実
現
に
向
け
た
基
本
方
針
」

が
2
0
2
3
年
2
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
原
子
力
分
野
で
は
、
安
全
性
の
確
保
を

大
前
提
に
、
原
子
力
発
電
の
再
稼
働
を
進
め
る
こ
と
と
と
も
に
、
再
処
理
・
廃
炉
・
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
プ
ロ
セ
ス
の
加
速
な
ど
、エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の

向
上
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
最
終
処
分
は
地
下
深
く
の
安
定
し
た
岩
盤
に
閉
じ
込

め
る「
地
層
処
分
」が
国
際
標
準
。
最
終
処
分
事
業
の
先
進
国
で
あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
エ
ウ
ラ
ヨ
キ
町
の
ヴ
ェ
サ
・
ラ
カ
ニ
エ
ミ
町
長
と
、日
本
の
最
終
処
分
の
実
施
主
体
、

原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構（
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
）の
山
口
彰
理
事
長
が
、
最
終
処
分
事
業

の
進
展
に
不
可
欠
な
地
域
理
解
や
地
元
経
済
へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

山口 彰氏山口 彰氏

オルキルオト ヘルシンキ

フィンランド

NUMO
https://www.numo.or.jp

高レベル放射性廃棄物の最終処分

地域理解 経済波及効果地域理解のカギと経済波及効果

住所／〒108-0014  東京都港区芝4-1-23  三田NNビル2階

■関連する雇用数：小売企業やその他のサービス企業の事業等

■間接的な雇用数：資材供給会社や輸送業者等

■直接的な雇用数：Posiva従業員、Posivaの委託先やその協力業者等

出典：原子力発電環境整備機構
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